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   研究科学生及び研修生心得について（通達） 

 

     改正  昭和 52年 12月 26日防大教第 750号  昭和 53年４月５日防大総第 191号 

昭和 60年３月８日防大教第 166号   平成元年５月 29日防大総第 481号 

平成２年３月 29日防大教第 270号   平成２年６月８日防大総第 509号 

平成４年４月 30日防大総第 465号   平成５年６月 15日防大教第 569号 

平成８年３月 29日防大総第 268号   平成９年３月 21日防大教第 255号 

平成 11年３月 31日防大総第 331号  平成 12年４月１日防大総第 339号 

平成 13年３月 30日防大教第 364号  平成 18年７月 13日防大総第 913号 

平成 19年１月９日防大教第   7号   平成 20年３月 31日防大教第 437号 

平成 21年３月 31日防大総第 542号  平成 24年３月 26日防大教第 429号 

平成 30年３月 30日防大教第 335号  令和２年 12月 23日防大教第 1850号 

 

 標記について、下記のとおり定めたので通達する。 

 なお、校長発教第 47号（45．10．１）は廃止する。 

 

記 

 

  （目的） 

第１条 この心得は、防衛大学校の理工学研究科学生、総合安全保障研究科学生

及び研修生（以下「学生」という。）の服務及び生活に関し必要な事項を定

め、もって適切な教育環境を維持することを目的とする。 

 

 



（心構え） 

第２条 学生は、防衛大学校長の監督の下に、その本分を自覚し、学業に励み、

自主自律を旨として生活を送らなければならない。 

 

（日課） 

第３条 学生の日課は、別表のとおりとする。 

 

（勤務） 

第４条 学生は、教務部長等の指名により勤務に服するものとする。 

２ 勤務する学生（以下「勤務学生」という。）の名称、人員、期間及び指名者

は次のとおりとする。 

名 称 研究科学生 研修生 指名者 

  人 員 期 間 人 員 期 間   

学生長 各１ 前期課程：２か年     教務部長 

    後期課程：３か年       

副学生長 各１ 前期課程：２か年      〃 

    後期課程：３か年       

専攻等責任者 各１  〃     学生長 

専攻等連絡員 双方合わせて人員１、期間１週 専攻等責任者 

学生舎長 １ １か年     教務部長 

副学生舎長 １  〃      〃 

週番学生 学生舎に居住する学生のうちから双方合わせて

人員１、期間１週 

学生舎長 

学生舎当直  〃 

注：１ 学生長及び副学生長は、理工学研究科前期課程及び後期課程並びに総合

安全保障研究科前期課程及び後期課程の各学年に、それぞれ置くものと

する。 

２ 専攻等責任者及び専攻等連絡員は、理工学研究科にあっては、電子工学、

機械工学、航空宇宙工学、材料工学、素材・エネルギー化学、情報数理、

境界科学、地球宇宙科学及び土木環境工学の各専攻等に置くものとし、総

合安全保障研究科にあっては、前期課程の総合安全保障専攻に置くもの

とする。 

３ 理工学研究科前期課程学生は、各自の所属する前号の各専攻等に、理工

学研究科後期課程学生及び理工学研究科所属の研修生は、各自の指導教

官が理工学研究科前期課程において担当を命じられている各専攻等に、



それぞれ所属するものとする。 

      また、総合安全保障研究科学生及び総合安全保障研究科所属の研修生

は、前期課程の総合安全保障専攻に所属するものとする。 

４ 学生は、勤務学生の勤務上の指示に従わなければならない。 

 

（学生長の業務） 

第５条 学生長は、教務部長の指導監督のもとに、学生の自律的服務の中核とし

て、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 

（1） 教務指導等に関する教務部長の指示する事項の周知徹底に関すること。 

（2） 学生の規律の維持及び融和団結を図ること。 

（3） 勤務学生に勤務上の所要の指示を与えるとともに、人員の掌握及び命令指

示の徹底を図ること。ただし、専攻等責任者への指示については、主として

理工学研究科前期課程及び総合安全保障研究科前期課程の学生長が行うも

のとする。 

（4） 必要がある場合には学生を指揮すること。 

 

（副学生長の業務） 

第６条 副学生長は、学生長を補佐し、学生長が不在のときは、その業務を代行

するものとする。 

 

（専攻等責任者） 

第７条 専攻等責任者は、学生長の指示を受け、次の業務を行うものとする。 

（1） 専攻等内における学生の統制及び掌握に関すること。 

（2） 専攻等内の学生に命令及び指示の徹底を図ること。 

（3） 専攻等連絡員に関すること。 

（4） その他学生長の指示する事項に関すること。 

 

（専攻等連絡員） 

第８条 専攻等連絡員は、専攻等責任者の指示を受け、次の業務を行うものとす

る。 

（1） 専攻等内における命令、指示、文書等の受領、伝達、配布等に関すること。 

（2） その他専攻等責任者の指示する事項に関すること。 

 

（学生舎長及び副学生舎長） 

第９条 学生舎長は、教務部長の指示を受け、次の各号に掲げる業務を行うもの

とする。 



（1） 学生舎内の学生の統制及び掌握並びに規律の維持に関すること。 

（2） 学生舎内の学生に命令及び指示の徹底を図ること。 

（3） 学生舎内の物品の管理、施設の整備及び清掃の監督に関すること。 

（4） その他教務部長の指示する事項に関すること。 

２ 副学生舎長は、学生舎長を補佐し、学生舎長が不在のときは、その業務を代

行するものとする。 

 

（週番学生の業務） 

第 10条 週番学生は、学生舎長の指示を受け、主として次の各号に掲げる業務

を行うものとする。 

（1） 学生舎内における人員の掌握、命令、指示、文書等の受領、伝達、配布等

に関すること。 

（2） 防衛大学校の食事の支給及び給食の実施に関する達（昭和 42年防衛大学

校達第２号）第 19 条に規定する食需伝票等（別紙様式第１及び第１－２）

を、毎週水曜日 0900までに管理施設課給食第１係に提出すること。 

（3） その他学生舎長の指示する事項に関すること。 

 

（学生舎当直） 

第 11条 学生舎当直は、学生舎長の指示を受け、学生舎に関する業務を行うも

のとする。 

 

（火災予防） 

第 12 条 学生は、火災予防に関する達（昭和 58 年防衛大学校達第８号。以下

「火災予防達」という。）に基づき、防火に関し常に細心の注意を払い、火災

の発生を防がなければならない。 

２ 学生は、火気の使用については火災予防達第３条に規定する防火管理責任

者の指示又は許可を受け、指定された場所及び定められた時間以外に使用し

てはならない。 

 

（火元取締責任者） 

第 13条 学生舎の防火管理責任者は、学生舎の各居室及び集会室に、学生舎に

居住する学生のうちから正副の火元取締責任者を指名する。 

 

（正火元取締責任者の業務） 

第 14条 正火元取締責任者は、その担当する室の防火について、火災予防達第

５条に規定する業務を行うものとする。 



 

（副火元取締責任者の業務） 

第 15条 副火元取締責任者は、火災予防達第６条に規定する業務を行うものと

する。 

 

（学生の居住場所） 

第 16条 学生（留学生以外の受託教育学生及び特別研究員を除く。以下この条

において同じ。）は、原則として大学校内に居住するものとする。ただし、学

校長に届け出た者は校外に居住することができる。 

２ 学生は、大学校内に居住する場合、私物の電気製品の使用に係る電気料金を

別に定めるところにより、支払わなければならない。 

３ 学生は、居住場所の環境整備に努めなければならない。 

４ 校外に居住しようとする者は、校外居住届（別紙様式第２）を研究科係に提

出しなければならない。 

 

（服装） 

第 17条 学生は、服装及び容儀を端正にし、規律と品位を保つように努めなけ

ればならない。 

２ 学生（事務官等、受託教育学生及び特別研究員を除く。）は、校内にあると

きは、常装又は作業服装とする。 

３ 学生は、校内に限り、理工学研究科前期課程運営部会又は同後期課程運営部

会あるいは総合安全保障研究科前期課程運営部会又は同後期課程運営部会に

おいて定められた服装を着装することができる。 

４ 学生は、別図の様式による氏名札を着用するものとする。 

 

（飲酒） 

第 18条 学生は、学生舎及び委託食堂を除く校内において、酒類を飲用しては

ならない。ただし、飲酒許可申請書（別紙様式第３）を提出し、教務部長の許

可を受けて飲用する場合は、この限りでない。 

２ 学生は、酒類を飲用した場合には、講義、研究、実験等が行われている場所

に立ち入ってはならない。 

 

（娯楽の制限） 

第 19条 学生は、校内において麻雀を行ってはならない。 

 

 



（私有車両の運行） 

第 20条 学生は、私有車両を運行する場合は、校内における私有車両等の駐車

及び運行について（通達）（防大総第 905号。26．６．24）の規程に基づかな

ければならない。 

２ 学生は、校内において、定められた駐車場以外に駐車してはならない。 

 

（部外に対する意見の発表） 

第 21条 学生は、出版物、テレビ、ラジオ等を通じ、あるいは講演会等におい

て、職務に関し意見を発表する場合には、学術研究に関する発表及び投稿の

場合を除き、あらかじめ別紙様式第４により教務部長に届け出なければなら

ない。 

 

（体力の向上） 

第 22条 学生は、自己の健康管理に留意し、体力の維持・向上に努めなければ

ならない。 

２ 学生（事務官等、受託教育学生及び特別研究員を除く。）は、体力検（測）

定を受けることができる。 

 

（診療及び健康診断等） 

第 23条 学生（受託教育学生及び特別研究員を除く。）は、診療を受けようと

する場合には、事前に医務室受付に連絡のうえ、休日及び休養日を除き、通常

0930から 1230までの間に医務室において受けるものとする。ただし、緊急を

要する場合は、この限りでない。 

２ 学生は、健康診断、予防接種、菌検査等が行われる場合には、対象者は全員

これを受けなければならない。 

 

（休暇及び外出） 

第 24条 学生（原隊付学生、受託教育学生及び特別研究員を除く。）は、休暇

を必要とする場合には、休暇簿（自衛官にあっては別紙様式第５、第５―３、

第５―４又は第５―５、自衛官以外の隊員にあっては別紙様式第５―２、第

５―３、第５―４又は第５―５）を研究科係へ提出し、教務課長の承認を受け

なければならない。 

２ 学生舎に居住する学生は、休暇及び外出する場合には、事前に週番学生に連

絡しなければならない。 

 

 



（出張） 

第 25条 学生（原隊付学生、受託教育学生及び特別研究員を除く。）は、学会

参加等により出張する場合には、旅行伺（別紙様式第６）を出張日のおおむね

20日前までに、研究科係に提出するものとする。 

２ 学生舎に居住する学生は、出張する場合には、事前に週番学生に連絡しなけ

ればならない。 

 

（海外旅行） 

第 26条 学生（原隊付学生及び受託教育学生を除く。）は、休暇等を利用して

海外に渡航する場合には、渡航の 20日前までに、海外渡航承認申請書（別紙

様式第７）を研究科係へ提出し、教務部長の承認を受けなければならない。た

だし、防大総第 485号（29．３．27）第２項（１）に該当する場合は、渡航の

30日前とする。 

２ 原隊付学生及び受託教育学生は、休暇等を利用して海外に渡航する場合に

は、渡航の７日前までに、研究科係に報告しなければならない。 

 

（防疫） 

第 27条 学生は、やむを得ず伝染病流行地に宿泊し、又は通行した場合には、

帰校後直ちに医務室において医官の指示を受けるとともに、研究科係に報告

しなければならない。 

 

（安全管理） 

第 28条 学生は、安全管理に関する法令等を守り、各自が事故の発生の防止に

努めなければならない。 

２ 学生は、事故が発生したときは、応急の措置を講ずるとともに、直ちに研究

科係を通じ安全管理者（教務課長）又は学群安全管理委員会委員長並びに総

務課長（勤務時間外の場合には、学校本部当直）に通報しなければならない。 

３ 前項の事故が人身事故である場合には、同項の通報を行うほか、衛生課長に

通報しなければならない。 

 

（非常の場合の措置） 

第 29条 学生は、校外において、天災地変又は火災等により本校に異常な事態

が発生あるいは発生するおそれがある場合、又は国家的な非常事態が発生し

た場合には、直ちに異常の有無を研究科係（勤務時間外においては、学校本部

当直）に連絡し、その指示を受けなければならない。 

 



（俸給等の受領） 

第 30条 学生（原隊付学生及び受託教育学生を除く。）は、俸給及び諸手当等

について現金で受領する場合は、支給日の一定の時間内に教務課の出納員か

ら受領するものとする。 

２ 休暇、出張等で不在の場合には、給与使者払申請書（別紙様式第８）により

代理者をもってこれを受領するものとする。 

 

（住所等変更届） 

第 31条 学生は、戸籍、住所等に変更があった場合には、速やかに研究科係に

届け出るものとする。 

 

（証明書等受領手続） 

第 32条 学生（研修生を除く。以下この条において同じ。）は、成績証明書、

在学証明書を必要とする場合には、証明書発行願（別紙様式第９）を教務課の

担当者に提出し、その交付を受けるものとする。 

２  学生は、通学証明書を必要とする場合には、通学証明書発行願（別紙様式第

10）を教務課の担当者に提出し、その交付を受けるものとする。 

３ 学生は、学校学生生徒旅客運賃割引証を必要とする場合には、学割作成申請

書（別紙様式第 11）を教務課の担当者に提出し、その交付を受けるものとす

る。 

 

（物品の取扱） 

第 33条 学生は、貸与された物品を許可なく改造又は変形してはならない。 

２ 学生は、貸与された物品を許可なく校外に持ち出してはならない。 

３ 学生は、貸与された物品を亡失又は損傷した場合には、直ちに物品亡失（損

傷等）報告書（別紙様式第 12）により研究科係に報告しなければならない。 

 

（委任規定） 

第 34条 この通達の実施に関し必要な細部事項は、教務部長が定める。  

 

 

  



別表（第３条関係） 

日    課    表 
 

  曜日 
月～金 土・日 

日課   

朝食 0700～0800 0700～0800 

国旗掲揚 0810   

午前授業開始 0830   

午前授業終了 1140   

昼食 1140～1240 1130～1230 

午後授業開始 1315   

午後授業終了 1715   

国旗降下 1715   

入浴 1750～2200 1100～2200 

夕食 1730～1830 1700～1800 

注：休日の日課は、土・日曜日に準ずる。  
 

 

 



（第１７条関係）別 図

60mm

15mm

走 水
13mm Ｓ１

26mm
ＨＡＳＨＩＲＩＭＩＺＵ

Ｓ２13mm

5mm
（注）

１ 氏名札の台地は黄（プラスチック製コーナーカット、両用グリップ）とし、文字は

濃紺丸ゴシック体とする。

２ 記名方法は例のとおりとする。

３ 課程名はＳ１の部分にゴシック体白抜き文字をもって記入し、該当部分の色分けは

次のとおりとする。

前期課程：前期 後期課程：後期 研修生：研

理工学研究科：緑色 総合安全保障研究科：赤色

４ Ｓ２の部分の色分けは所属別に次のとおりとする。

陸上自衛隊、陸軍：茶色 海上自衛隊、海軍：紫色 航空自衛隊、空軍：淡青色

その他：白色

なお、事務官、技官、特別研究員及び留学生を除く受託教育者は、外縁該当部を赤

色とする。

５ 名札を自衛官の制服に着用する場合は、各自衛隊の名札着用要領を基準とする。た

だし、第１７条第３項の規定に基づき定められた服装を着装する場合にあっては、左

胸ポケット上縁中央に氏名札の下縁が接するように着用する。



別紙様式第１（第１０条関係）

Ｎo.

※枠内には氏を記入する 所　属

校　内

校  外

有  料

無  料

校　内

校  外

校　内

校  外 有料 無料

陸

海

校　内 空

校  外

計

人　　　　員　　　　　　　 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

人　　　　員 延食数

現
品
支
給

本　科　学　生

校　内　曹　等

校　内　幹　部

小　　　　　  計

合　　　　　　　　計

弁
　
当
　
食

本　科　学　生

校　内　曹　等

幹　　　　　　部

研　究　科　学　生

研　　 修　 　生

小　　　　　  計

携
　
　
行
　
　
食

本　科　学　生

曹　　等

研　究　科　学　生

研　　修　　生

幹　　部

小　　　　　計

校
　
　
内
　
　
喫
　
　
食

本　科　学　生

曹　　等
摘　　　　　要

研　究　科　学　生

研 修 生

幹　　部

部　外　者

小　　　　　計

区　　　　　分 在籍人員 朝 昼 夕

在籍人員に対する

増減理由

入退院　休暇　外出　その他

給食人員通報
食　需　伝　票責　 任　 者

係　　  員 
        　　　年　　　月　　　日

jcnamiki
テキスト ボックス




別
紙
様
式
第
１
－
２

（
第
１
０
条
関
係
）

 
教
務
課
研
究
科
係
 
 
 
 
 
 

日
(曜

)

食
別

食
区

分
朝

昼
夕

朝
昼

夕
朝

昼
夕

朝
昼

夕
朝

昼
夕

朝
昼

夕
朝

昼
夕

校
内

食

携
行

食

弁
当

食

そ
の

他

不
給

食

計

摘
　

要

  
  
 注

　
：

  
本
票
は
、
毎
週
水
曜
日
０
９
０

０
ま

で
に

提
出

す
る

。
摘
要
欄
に
は
、
有
料
喫
食
者
氏

名
を

記
入

す
る

。
本
通
報
の
訂
正
は
、
４
日
前
の

０
９

０
０

ま
で

と
す

る
。

(
火
)

給
　

食
　

予
　

定
　

人
　

員
　

週
　

報

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

部
課
室
名

給
食
人
員
通
報
責
任
者

日
(
水
)

日
(日

)
日

(
月
)

日
(土

)
日

(木
)

日
(金

)
日

jcnamiki
四角形



別紙様式第２（第１６条関係） 

 

校 外 居 住 届 

 

  年  月  日 

 

防衛大学校長 殿 

 

専 攻 

学 番 

階 級 

氏 名    

（自署） 

 

私は、下記のとおり校外に居住したいので、よろしくお願いします。 

 

 

記 

 

 

１ 期 間 

 

 

２ 場 所 

 

                                 （    方） 

 

 

 

 



別紙様式第３（第１８条関係） 

確認欄：枠内には氏を記入する 

教務部長 教務課長 課長補佐 研究科係長 係 員  関 係 課 

       

 

飲 酒 許 可 申 請 書 

 

                            年  月  日 

 

  教務部長  殿 

  （研究科係長気付） 

                  申請者（責任者）       専攻 

                  階級    氏 名        

 

 下記のとおり飲酒したいので、許可されたく申請します。 

 

記 

 

１ 日  時     月  日  時～  時 

２ 場  所 

３ 事  由 

４ 参加者名 

 

切 取 り 線  

 

飲 酒 許 可 証              

                            年  月  日 

 

                        教務部長       

 

               専 攻 

 階級     氏 名 

 

 上記の者に対し、下記のとおり許可する。 

 

１ 日  時     月  日  時～  時 

２ 場  所 

３ 参加人員 



別紙様式第４（第２１条関係） 

 

指導教官 

 

 

※枠内には氏を記入する（職員用）                           年  月  日 

 

部外に対する意見発表の届出について 

 

防衛大学校長  殿 

 

                     所  属  

                     官  職  

                     氏  名              

 

下記のとおり実施するので届け出ます。 

 

記 

 

１ 発表形態 

  寄稿、テレビ、ラジオ出演、講演、その他（           ） 

 

２ 寄稿する雑誌名、講演の主催者等 

 

 

３ 実施期日及び発表期日（収録日等の実施期日は、発表期日と異なる場合に記載） 

 

 

 

４ 実施場所（講演等の場所） 

 

 

５ 対象者及び予定される聴衆者数（主催者側に確認できる範囲で可） 

 

 

 

６ 主題（論文題名、講演演目等） 

 

 

７ 内容（可能な場合、原稿・配布資料等を添付。困難な場合は発表内容の骨子・概要を

添付する。また、長文の場合は要約文、英文の場合は和訳文を添付する。） 

 

 

※ 当該届出は、職務上の上級者に内容の確認を得て提出する。 



平
成
　
 
 
　

年
度

＊

・
時

間

日
日 分

日
日 分

日
日 分

日
日 分

日
日 分

日
日 分

日
日 分

日
日 分

（
＊
印
の
欄
は
本
人
が
記
入
又
は
押
印
す
る
。
「
残
日
数
・

時
間

」
欄

に
は

、
７

時
間

４
５

分
を

１
日

と
し

て
算

出
し

た
残

日
数

・
時

間
数
を

記
入

す
る

。
）

別
紙

様
式

第
５

（
第

２
４

条
関

係
）

時
月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

時
□

不
承

認

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

日
月

　
　

日

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

担
当

教
官

勤
務

時
間

管
理

員
処

理

 
氏

名

　
　

　
　

 
年

次
休

暇
の

前
年

度
末

残
日

数
　

　
　

　
　

日

研
究

科
係

長

 
所

属

備
　

　
　

　
　

　
　

　
考

本
人

印

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

（
　
年
　
次
　
休
　
暇
　
用
　
）

月
　

　
日

月
　

　
日

□
承

認

期
　
　
　
　
　
　
　
間

＊

請
求

月
日

承
 
認

 
の

可
 
 
 
 
否

承
認

権
者

の
印

課
長

補
佐

月
　

　
日

□
承

認

□
不

承
認

決
　

　
　

　
　

　
　

裁

□
承

認

□
不

承
認

休
　

 
 
　

 
 
暇

 
 
 
　

　
　

簿

累
計

日
数

残
日

数

＊

時

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

時
日

時
時日

時
時日

時
時

月
　

　
日

□
不

承
認

□
不

承
認

月
　

　
日

時
日 時日

□
承

認

□
承

認

□
承

認

□
不

承
認

日
月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
か
ら

□
承

認

□
不

承
認

月
　
 
日
 
　
時
 
　
分
ま
で

時
時

月
　

　
日

時
時

月
　

　
日

日
□

承
認

□
不

承
認



平
成

　
 
 
　

年

＊

・
時

間

日 分 日 分 日 分 日 分 日 分 日 分 日 分 日 分

（
＊

印
の

欄
は

本
人

が
記

入
又

は
押

印
す

る
。

「
残

日
数

・
時

間
」

欄
に

は
、

７
時

間
４

５
分

を
１

日
と

し
て

算
出

し
た

残
日

数
・

時
間

数
を

記
入

す
る

。
）

別
紙
様
式
第
５
－
２

（
第

２
４

条
関

係
）

残
日

数

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら

時
時日

時
時

休
　

 
 
　

 
 
暇

 
 
 
　

　
　

簿

（
　

年
　

次
　

休
　

暇
　

用
　

）

 
氏

名

年
次

休
暇

の
日

数
　

 
 
 
 
　

　
日

（
前

年
か

ら
の

繰
越

し
日

数
　

　
　

　
　

日
・

本
年

分
の

日
数

　
　

　
　

　
　

日
）

担
当

教
官

本
人

印

□
承

認

□
不

承
認

 
所

属

勤
務

時
間

管
理

員
処

理

決
　

　
　

　
　

　
　

裁

承
認

権
者

の
印

課
長

補
佐

月
　

　
日

＊

期
　

　
　

　
　

　
　

間

＊

請
求

月
日

承
 
認

 
の

可
 
 
 
 
否

時
日 時

研
究

科
係

長

備
　

　
　

　
　

　
　

　
考

月
　

　
日

□
承

認

□
不

承
認

日
月

　
　

日

時

□
承

認

□
不

承
認

□
承

認

□
不

承
認

日
月

　
　

日

時

時

□
不

承
認

日 時

月
　

　
日

□
承

認

□
不

承
認

月
　

　
日

月
　

　
日

時
時日

□
承

認

日 時

□
承

認

□
不

承
認

時
時

時

□
承

認

□
不

承
認

日
月

　
　

日



平
成

　
 
 
　

年
度

（
年

）

＊
＊

＊

・
時

間

日
日

分
分

日
日

分
分

日
日

分
分

日
日

分
分

日
日

分
分

日
日

分
分

日
日

分
分

（
＊

印
の

欄
は

本
人

が
記

入
又

は
押

印
す

る
。

「
残

日
数

・
時

間
」

欄
に

は
、

特
定

休
暇

を
使

用
す

る
場

合
に

限
り

、
７

時
間

４
５

分
の

勤
務

時
間

の
時

間
数

を
１

日
と

し
て

算
出

し
た

残
日

数
・

時
間

数
を

記
入

す
る

。
）

別
紙
様
式
第
５
－
３

（
第

２
４

条
関

係
）

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

□
承

認
時

時

期
　

　
　

　
　

　
　

間

出
）

月
日

本
人

印
請

求
（

申

研
究

科
係

長
担

当
教

官

＊

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
時

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
時

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
時

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
時時

時
時

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

休
　
  
　
  
暇
  
 　

　
　
簿

 
所

属
 
氏

名

（
　

特
　

別
　

休
　

暇
　

用
　

）

＊
承

 
認

 
の

可
 
 
 
 
否

決
　

　
　

　
　

　
　

裁
勤

務
時

間
管

理
員

処
理

備
　

　
　

　
　

　
考

承
認

権
者

の
印

課
長

補
佐

残
日

数
理

　
　

　
由



平
成

　
 
 
　

年
度

（
年

）

＊
＊

＊

性
の

有
無

等
の

有
無

日
□

 
有

分
□

 
無

日
□

 
有

分
□

 
無

日
□

 
有

分
□

 
無

日
□

 
有

分
□

 
無

日
□

 
有

分
□

 
無

日
□

 
有

分
□

 
無

（
＊

印
の

欄
は

本
人

が
記

入
又

は
押

印
す

る
。

「
期

間
の

連
続

性
の

有
無

等
」

欄
に

は
、

今
回

の
請

求
に

係
る

特
定

病
気

休
暇

の
期

間
と

前
回

ま
で

の
特

定
病

気
休

暇
の

期
間

が
連

続
す

る
場

合
（

連
続

す
る

の
も

と
さ

れ
る

場
合

を
含

む
。

）
に

該
当

す
る

か
に

つ
い

て
そ

の
有

無
を

記
入

し
、

こ
れ

ら
の

場
合

に
該

当
す

る
と

き
に

は
、

今
回

の
請

求
に

係
る

特
定

病
気

休
暇

の
日

数
と

前
回

ま
で

に
使

用
し

た
特

定
病

気
休

暇
の

日
数

を
合

計
し

た
日

数
（

当
該

療
養

期
間

中
の

休
養

日
等

の
日

数
を

含
み

、
１

日
以

外
を

単
位

と
す

る
特

定
病

気
休

暇
を

請
求

す
る

日
又

は
使

用
し

た
日

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

日
を

１
日

と
し

て
算

出
し

た
日

数
）

を
記

入
す

る
。

別
紙
様
式
第
５
－
４

（
第

２
４

条
関

係
）

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で

□
 
有

休
　
  
　
  
暇
  
 　

　
　
簿

 
所

属
 
氏

名

（
　

病
　

気
　

休
　

暇
　

用
　

）

＊
＊

承
 
認

 
の

可
 
 
 
 
否

決
　

　
　

　
　

　
　

裁
勤

務
時

間
管

理
員

処
理

備
　

　
　

　
　

考
承

認
権

者
の

印
課

長
補

佐

□
承

認

証
明

書
類

研
究

科
係

長
担

当
教

官
月

　
日

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日

期
　

　
　

　
　

　
　

間
期

間
の

連
続

理
　

　
　

由
本

人
印

請
　

求

□
 
無

時
（

合
計

　
　

日
）

□
 
有

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
（

合
計

　
　

日
）

□
 
無

□
 
有

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
（

合
計

　
　

日
）

□
 
無

□
 
有

□
 
有

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
（

合
計

　
　

日
）

□
 
無

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
（

合
計

　
　

日
）

□
 
無

□
 
有

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
ま

で
□

不
承

認

月
　

 
日

 
　

時
 
　

分
か

ら
月

　
　

日
□

承
認

時
（

合
計

　
　

日
）

□
 
無

□
不

承
認



※
※

日
・

時
間

数

（
※

印
の

欄
は

本
人

が
記

入
又

は
押

印
す

る
。

）

別
紙
様
式
第
５
－
５

（
第

２
４

条
関

係
）

日 時 日 時 日 時日 時 日 時 日 時

 
※

請
　

　
　

　
　

求
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

期
　

　
　

　
　

間

 
介

護
が

必
要

と
な

っ
た

時
期

 
連

続
す

る
６

月
の

期
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日



別
紙
様
式
第
６
（
第
２
５
条
関
係
）
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行
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刻
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滞
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別紙様式第７（第２６条関係）

学校長 副校長(事) 副校長(教) 幹　事 総務部長 総務課長 課長補佐 係長 係

教務部長 研究科長（理工） 研究科長（安保） 教務課長 課長補佐 研究科係長 係 担当教官 衛生課長

   　　　　　　殿

　

㊞

 ３　渡航目的

所　　　　  　属  

官職 ・階級（級） 

ふ　り　が　な　 

氏　　　　　　名　

本渡航に使用する年次休暇　　　　　　　　　日
　　　　　　　　　　　 特別休暇　　　　　　　　　日 

海 外 渡 航 承 認 申 請 書

 １　渡 航 先

年次休暇残日数　　　月　　　日現在　　　　日

平成　　年　　月　　日

 ７　渡航期間中の職務の処理方法

記

　　　下記のとおり海外渡航をしたいので、承認を申請する。

 ４　招へい者

 ５　旅費負担者

 ６　同 行 者

 ２　旅行日程



私は、次のとおり給与の使者払を申請します。

　備考：　　　　　　の箇所には、申請人からの依頼された内容を記入する。
　　　　　　　　　　例えば、「共済組合へ普通貯金する」と記入する。

使者官職指名 ：　　　　　　　　　㊞

申請人との関係：

　申請のとおり使者払することを承認する。

平成　　　年　　　月　　　

　　　私は、申請人から上記の給与を使者として受領し、

　　よう依頼を受けました。

平成　　　年　　　月　　　

課室長氏名：　　　　　　　　　㊞

官職氏名：

　１　申請の対象となる給与の期間

平成　　　年　　　月　　　日 ～　平成 　　年 　　月　　　日

　２　申請理由

別紙様式第８（第３０条関係）

給　与　使 者 払 申 請 書

平成　　年　　月　　日

部課室名：



教務課長 課長補佐 係長 担当者 学 　生　 課
(国際交流係)

※確認欄：枠内には氏を記入する

本科
期別

（要員）

　電話：

別紙様式第９（第３２条関係）  （注１） （注２）

研究科係 指導教官

証　明　書　発　行　願

ふりがな 英文希望者のみｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ氏名を記入すること。

卒業(退校)時の氏名
(改姓者は新姓を記入して下さい)

新姓名での証明書を希望する場合、「戸籍抄本」を添付して下さい。

なお、本科の成績証明書は、卒業・退校時氏名のみでの発行となります。

（新姓：　　　　　　　）

生年月日等  昭和 ・ 平成　　　　年　　　月　　　日生　　（ 男 ・ 女 ）

第　　　期
（ 陸 ・ 海 ・ 空 ）

専門／学科
（個有番号）
※不明な場合は空欄可。

１１１１１
（　　　　　）

研究科
期別
課程

 理工学研究科
(前期／後期) 課程第　　　期

専攻又は
専門 総合安全保障研究科

本科卒業(退校)年月  昭和 ・ 平成 ・ 令和　　　　　　年　　 月　　卒業 ・ 退校

研究科卒業(退校)年月  昭和 ・ 平成 ・ 令和　　　　　　年　　 月　　卒業 ・ 退校

希望送付先

返信用封筒に記入した宛先を記載して下さい。

日中連絡先
(携帯等）

　E-Mail ｱﾄﾞﾚｽ：

使用目的
（その他の方は具体

的に記入）

 　・大学等受験　　　・資格取得　　　・就職　　　・ﾋﾞｻﾞ/ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ取得

　 ・奨学金免除　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

提出先（全て記入）
（注３）

証明書の種類及び部数 卒業証明書 成績証明書 卒業（見込）証明書 在学証明書

本科卒業生
和文：　　　部
英文：　　　部

和文：　　　部
英文：　　　部

研究科卒業生
和文：　　　部
英文：　　　部

和文：　　　部
英文：　　　部

本科在校生
和文：　　　部
英文：　　　部

和文：　　　部
英文：　　　部

和文：　　　部
英文：　　　部

研究科在校生
和文：　　　部
英文：　　　部

和文：　　　部
英文：　　　部

（注４）
和文：　　　部
英文：　　　部

その他

※１　上記の記入事項及び確認書類の写しは、証明書発行業務にのみ使用し、他の目的には使用致しません。

※２　本科の証明書が必要な者は、教務係に提出すること。研究科の証明書が必要な者は研究科係に提出すること。

　　　本科及び研究科の両方の証明書が必要な者は、教務係に提出すること。

注１：研究科学生で、本科の証明書が必要な者は、研究科係で合議を受け教務係へ提出すること。

注２：本科学生は、日本人は学生課補導（訓育）係（留学生は先端学術推進機構事務室国際交流係）で合議を受け教務係へ提出すること。

注３：複数の提出先に提出する場合には、提出先毎の提出部数も記入すること。

注４：研究科の卒業（見込）証明書は、卒業論文提出以後発行する。

上記により証明書の発行をお願いします。

　　　　　　　　年　　　月　　　日

氏 名　　　　　　　　　　　　　　　
（必ず自署してください。）

　担当者記入欄

番　号
防大教証第　　　　　　　　　　号

発　行
年月日 　　　　年　　月　　日

防大研証第　　　　　　　　　　号
発　行
年月日 　　　　年　　月　　日



別紙様式第１０（第３２条関係） 

 

 

教務課長 課長補佐 研究科係長 係 員 

    

                  ※確認欄：枠内には氏を記入する 

通 学 証 明 書 発 行 願 

           
（申請   年  月  日） 

氏  名 
                 

歳（   年  月  日生 ） 

住  所  

通学区間 

     線 

     駅      駅間     経由 

     線 

     駅      駅間     経由 

     線 

     駅      駅間     経由 

     線 

     駅      駅間     経由 

学  年 

（学番） 

 

□理工学研究科前期課程 第  期 

□理工学研究科後期課程 第  期 

□総合安全保障研究科前期課程第  期 

□総合安全保障研究科後期課程第  期 

 

第  学年  番(内線     ) 

 
（学生） 

身分証明書番号 
第       号 

 通学定期乗車券 

 の通用期間 
              か月 

受領希望日    年   月   日 

注意：通学証明書受領希望日の３日前までに研究科係まで提出すること。 



別紙様式第１１（第３２条関係） 

 

教務課長 課長補佐 係  長 係  員 

    

                       ※確認欄：枠内には氏を記入する 

 

学 割 作 成 申 請 書 

                    

                         （申請     年  月  日） 

 

 氏       名 

 

                                

                         歳（   年  月  日生） 

 

 

 学        年 

 

 

 □ 理工学研究科前期課程第  期 

  □ 理工学研究科後期課程第  期 

□ 総合安全保障研究科前期課程第  期         

□ 総合安全保障研究科後期課程第  期 

第  学年  番(内線    ) 

学生身分証明書番号 第         号 

使 用 目 的  

行 き 先         駅（区間：     駅→     駅） 

出 発 予 定 日  

作成希望枚数 枚 

受領希望日    年  月  日 

 

注：１ 公務出張には申請できない。 

      ２ 旅客鉄道会社（JR）の連続した片道 100ｋｍを越える区間を旅行する場合に 

申請することができる。 

３ 受領希望日の３日前までに研究科係へ提出すること。 

    ４ 「使用目的」は、具体的に書くこと。 

５ 「行き先」欄には下車駅を、「区間」には学割を使用する予定の JRの発着駅 

を書き、距離の確認ができる書類(駅すぱあと等)を添付すること。 

       

 



平
成

　
年
　
　
月
　
　

日
官

職
・

階
級

専
攻

㊞
氏

名

数
量

単
価

金
額

亡
失
（
損
傷
等
）
の
事
実
の
詳
細

項
目

番
号

物
品

番
号

品
名

単
位

別
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第
１
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物
品
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失
（
損
傷
等
）
報
告
書
（
そ
の
１
）

殿

下
記
物
品
を
亡
失
（
損
傷
等
）
し

ま
し
た
か
ら
報
告
し
ま
す
。
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